
 

 

医療用酸素容器及び関連機器の使用上の注意点 

 

 

昨今、医療用酸素容器の開放時に起きることがある、断熱圧縮や摩擦熱が広く知られてお

ります。医療用酸素容器と関連機器をご使用の際は下記の点にご注意ください。 

 

【注意点】 

・発火の危険性があるため、医療用酸素容器のバルブは急激に開栓しないでください。 

・医療用酸素容器と関連機器を接続する際は、異物が混入しないようにしてください。 

・医療用酸素容器や関連機器から、発火や異臭がある場合は、直ちに医療用酸素容器のバル

ブを閉め、使用を中止してください。 

・消耗品の交換を含め、関連機器の定期的なメンテナンスを行ってください。 

・医療用酸素容器、関連機器は改造しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

バルブの開栓は、ゆっくりと行

ってください。 

接続部に異物（埃、金属粉等）が混入しないよ

うにしてください。 

Oリングは、消耗品です。 

定期的に交換してください。 

着脱前に、高圧ゲー

ジが「０」であるこ

とを確認してくだ

さい。 
医療用酸素容器について 

・耐圧有効期限は５年です。 

・高温多湿の場所、直射日光の当たる場所に

は置かないでください。 

・廃棄の際は、医療廃棄物として専門業者へ

処理を依頼してください。 
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